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F+ と呼ばれ，後の場合 Hfr とよばれる。雌の細菌 (F- 菌)は F因子をもっていないが， F+ 菌と





因子という名がつけられた。 R因子は F 因子と同様アクリヂンによって除去される乙とも見出ださ
れたD
筆者は R因子が上のように F因子と多くの共通性を有することを考慮して，更に大腸菌において雄
性決定作用を有する可能性を検討し，実際に F- 菌に R因子をうつしたところ F+ と似て染色体の伝
達をひきおこすことを確認した。
本論文においては，乙の実験事実をのベ" F 因子と R因子との親近性について論じている。
特にある特殊な F- 菌株 (fernale-3) においては F因子の感染によって Hfr に近い程度に染色体
伝達が起る乙とが知られていたが，この系に R因子を F因子の代りに感染させると，比較的高い程度












一般に R因子が大腸菌，その他の腸内細菌に存在すると(乙れを R+ 菌という) ，ストレプトマイ
シン (SM) ，クロラムフェニコール (CM) ，テトラサイクリン (TC) ，スノレフアミド (S A) 
等の抗生物質に対し同時に耐性になるが，この R因子は Rをもたない R- 菌との接合によって Rーに
感染する。乙の接合による R因子の R- 菌への感染現象は F因子と非常に類似しおり，その他の諸性
質，たとえば自己増殖能， アクリジン系色素によって除去されることなども F因子と共通している
が，宿主 (R+) の染色体を R- 菌に伝達する作用はないものと考えられていた。
と乙ろが杉野君は，巧妙な実験方法によってはじめて R因子も F 因子と同じく宿主の染色体を R­
菌に伝達することを証明したのである。乙の現象を同君は R-mating ととなえている o それを裏付け
る証拠のーっとして，もしアクリジン系色素で R因子を除去すると同時に宿主の染色体を伝達する作
用を失う乙とがあげられる。
さらに PIKc と呼ばれるファージを用いて R因子の形質導入による遺伝子分析を行なったところ，
接合の場合と同じく，大部分のものは R因子全部が導入された。しかし，ごく少数のものでは薬剤耐
性を支配する遺伝子群，あるいはその一部が導入されても，その後この R因子は R- 菌との接合によ
っても感染を起こさず，同時に宿主染色体の伝達作用も失うことが認められた。このことから同君は
R因子上には性を決定する遺伝子 m があり， これと R因子を R- 菌へ感染させる遺伝子とは同ーの
ものか，あるいは極めて密接した位置にあるものと推察している。さらに m 遺伝子は， 薬剤耐性を
支配する遺伝子群とも関連をもち，特にTC耐性遺伝子と強く関連していると述べている。
なお，同君の参考論文は何れも微生物遺伝学に関係するもので，主論文と考え合わせ微生物遺伝学
に寄与すると乙ろ極めて多く，理学博士の学位論文として十分価値があるものと認めた口
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